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中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち中山道と甲州街道が出会う 大社といで湯の宿場まち
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下諏訪町総合防災訓練に下諏訪町総合防災訓練に
今年は「チヌーク」が！今年は「チヌーク」が！

　今年の下諏訪町防災訓練では、全町一斉の訓練に加え、新たに町災害対
策本部と自衛隊が連携した訓練として『下諏訪町総合防災訓練（第２部）』
を実施しました。大型輸送ヘリのヘリポート検証や赤砂崎公園を活用し自
衛隊関係車両の配備・展示など見学者も参加できる大変貴重な訓練となり
ました。（詳しくは 10 ページから）
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下諏訪町消防団

平成25年度の
　消防団幹部体制です
よろしくお願い
　　　　致します

消 防 団 報 火の火の
用心用心

消
防
団
長
あ
い
さ
つ
　

消
防
署
長
あ
い
さ
つ
　

「
若
者
よ
大
志
を
抱
け
」

下
諏
訪
町
消
防
団

　
　
団
長
　
中
村
　
裕
則

諏
訪
広
域
消
防
下
諏
訪
消
防
署

　
　
　
　
　
署
長
　
久
保
田
　
昭

　

下
諏
訪
町
消
防

団
は
現
在
七
個
の

分
団
、
団
員
定
数

二
八
一
人
で
、
各

分
団
に
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
を
配
備

し
、
消
防
署
と
協
力
し
住
民
の
生
命
、
身
体

及
び
財
産
を
、
水
害
や
火
災
等
か
ら
守
っ
て

お
り
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
会
社
勤
務
、
自
営
業
な
ど

生
業
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防
災
の
担
い
手
と

し
て
各
種
訓
練
、
火
災
予
防
の
広
報
、
年
末

特
別
警
戒
な
ど
活
発
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
消
防
団
の
活
動
の
支
え
と
な
っ
て
い

る
の
が
団
員
達
の
「
郷
土
愛
」
「
自
分
達
の

ふ
る
さ
と
は
自
分
達
で
守
る
」
と
い
う
強
い

使
命
感
で
す
。

　

消
防
団
は
確
か
に
楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
楽
し
い
仲
間
達
に
励
ま
さ
れ
、
協
力

し
合
う
こ
と
で
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
消
防
団
は
今
、
共
に
頑
張
れ
る
新
入

団
員
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
だ
見
ぬ
仲
間
の

皆
さ
ん
「
ふ
る
さ
と
を
守
る
」
た
め
、
積
極

的
な
一
歩
を
是
非
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
併
せ
て
、
今
後
と
も
消
防
団
に
対
し

町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

東
日
本

大
震
災
以

降
、
住
民

の
防
災
・

減
災
に
対

す
る
意
識

が
高
ま
る
な
か
、
消
防
団
へ
の
期
待

も
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
社
会
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
消
防
団
員
が
減
少
し
、
消

防
団
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
火
災
や
自
然
災
害
の
多
様

化
に
伴
い
、
地
域
を
守
る
消
防
団
の

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
地
域
を
知
り
、
結
束
力

と
行
動
力
の
あ
る
消
防
団
は
、
地
域

を
守
る
要
で
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
手
と
手
を
取
り
合
い
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
き
上
げ
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

　

住
民
の
皆
様
、
心
強
い
消
防
団
に
、

よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

中村第１分団長 小田切副団長今福第２分団長山口第３分団長

消防出初式分列行進 消防出初式音楽隊・ラッパ隊演奏

下諏訪町水防訓練 ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

女性消防隊・保育園防災教室 消防団協力事業所・認定証交付

長﨑第５分団長 宮坂第４分団長箕輪第６分団長富永第７分団長

高坂音楽隊長両角女性隊長山田ラッパ隊長

消
防
団
幹
部
紹
介

下諏訪町消防団協力事業所表示制度
　下諏訪町消防団に積極的に協力している事業所等に対し、消防団協力事業所表示証を交付に必要な事項につ
いて定め、もって地域の消防防災力の充実強化等の一層の推進を目的としています。
　下諏訪町では今年度４事業所が更新され、合計10事業所が認定されています。

化興　株式会社

諏訪共立病院

株式会社　荻原製作所

庫昌土建　株式会社

有限会社　笠原精工

大和電機工業　株式会社

株式会社　丸西クレーン

株式会社　井上興業

株式会社　六　協

有限会社　サンワ工務店

（順不同）

消防団員募集消防団員募集消防団員募集消防団員募集
　下諏訪町では、町内に勤務している方であれば町外に在住
であっても入団が可能です。
　団員だけでなく音楽隊・女性消防隊も随時募集中です。
　入団希望の方は、お気軽にお問い合わせください！

■お問い合わせ先
　下諏訪町 消防課 庶務係
　電話28－0119
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　行政相談とは、行政に関する苦情や意見・要望などを国民の皆さんからお聴きし、公正・中立の立場
から関係機関に必要なあっせんを行い、その解決や実現を図るとともに、行政の制度や運営の改善を図
る制度です。総務省が実施し、年間を通じて全国の相談窓口（町行政相談委員）で受け付けています。

　10月15日から、65歳以上の方のインフルエンザ予防接種を行います。
　接種日に65歳以上になられている方が対象です。諏訪６市町村内であれば、町外でも接種
できます。接種を希望する方は、下記の事項を確認し、医療機関に直接予約してください。

　下諏訪町・岡谷市・諏訪市の２市１町で平成28年度稼働を目指す、ごみ焼却施設の「諏訪湖周クリーン
センター（ＥＣＯポッポ）」の建設に伴い、11月から岡谷市清掃工場の取り壊しが始まります。
　今年11月から新ごみ焼却施設が稼働するまで、岡谷市内から排出される焼却ごみは、岡谷市と共同で新
施設の建設を進める下諏訪町と諏訪市で処理をします。
　岡谷市内を巡回したごみ収集車や事業所の車両等が、国道や県道を経由して清掃センターまで焼却ごみ
を運び込むことになります。特に、春宮上から国道142号線を渡り、慈雲寺裏（東町中）か
ら清掃センターまでの間は、道幅が狭いことから、清掃センターへのゴミの持込やお墓参
りの際などには、十分ご注意ください。
■お問い合わせ先　下諏訪町清掃センター（住民環境課 清掃係）　電話27－9240

　金銭・土地・交通事故等の問題や、離婚・扶養・相続等家庭内のもめ事、差別にいじめ等の人権問題で
お困りの方いらっしゃいませんか？
　裁判所・検察庁・弁護士会・法務局が主催で無料法律相談所を開設します。お気軽にご利用ください。

　行政相談委員制度は総務大臣から委嘱を受け
た相談委員が、国などが行う仕事に対する苦情
や要望を皆さんからお聴きし、解決の促進を図
る制度です。
　当町では、工藤惠子委員が苦情や要望をお受
けしています。なお、相談日以外でも相談に応
じますので、お気軽にご利用ください。

秋の行政相談週間が実施されます！秋の行政相談週間が実施されます！

無料法律相談の開催について無料法律相談の開催について無料法律相談の開催について無料法律相談の開催について

　初めて赤ちゃんを育てている母親のためのプログラムです。親子一緒に参加して０歳時期の大切さ、
子育てのスキルを学びましょう。交流や相談もできます。

清掃センターへの搬入車両が、１１月から増加します清掃センターへの搬入車両が、１１月から増加します

～行政の仕事や手続き・サービスに対し、
　　　　　　　　　こんな思いをしたことはありませんか～

相談は無料で、秘密は固く守られます

第１子が平成２５年５月～９月生まれの初心者ママ集まれ！！第１子が平成２５年５月～９月生まれの初心者ママ集まれ！！

高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ高齢者インフルエンザ予防接種のお知らせ

・お母さんの友達づくり・親子の絆づくり・育児の学び　を目的にしたプログラムです。

秋の行政相談日秋の行政相談日

● 苦情や困っていることがある　 ● 相談してみたが、説明・処理に納得がいかない
● 制度や仕組みが分からない　　 ● どこに相談したらいいか分からない

●と　き
　10月15日（火）午後１時～３時
●ところ
　町庁舎３階　住民相談室

苦
情
や
意
見
の
声
を

　
行
政
制
度
・
運
営
の
改
善
に
反
映
！

■お問い合わせ先　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話27－1111（内線143）

～親子の絆づくりプログラム～（愛称：BP）

４回連続の講座です。なるべく全４回通してご参加ください。具合の悪いときはお休みくださって結構です。
日　時

１
２

３

４

11月13日（水）
11月20日（水）

11月27日（水）

12月４日（水）

10：00～11：30
　　　　　　プログラム
11：30～12：00
　　　　　　交流タイム
　　　　　　質問タイム

赤ちゃんとの新しい出会い
赤ちゃんの生活リズムと環境
何してあそべばいいの？
どうして泣くの？（保健師さんに相談ができます）
親になること

内　容

◇会　場：子育てふれあいセンター
◇対象者：町内在住の２ヶ月～６ヶ月のお子さんと母親
◇定　員：10組

●前回のお母さんのアンケートより
　・今まで以上に子どもを可愛く思うようになった。
　・０歳時期が大切だとわかった。自分も大切にしようと思った。
　・話ができる友達が出来て嬉しかった。

■お申し込み・お問い合わせ先
　　子育てふれあいセンター
　　電話/FAX27－5244

参加費は無料です！
10月30日までにお申し込みください。

■お問い合わせ先　下諏訪町 健康福祉課 保健予防係　電話27－1111（内線290・291）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  電話27－8384（保健センター直通）

接種対象者
接 種 期 間
申し込み方法

予 診 票 等

接　種　料

65歳以上の方（接種日に65歳に達している方）
平成25年10月15日（火）～平成25年12月25日（水）
接種を希望する医療機関に直接予約してください

予防接種の予診票等は、実施医療機関の窓口に置いてあります。
事前によく読んで内容を確認し、予防接種を受けましょう。

一部負担金として1,000円（医療機関の窓口に納めてください）
※生活保護世帯、町民税非課税世帯の方は無料になります。接種券を発行します
ので、対象となる方は、医療機関に予約したうえで、事前に保健センターへ申
請してください。（印鑑をご持参ください）

【第１回目】
日時：10月３日（木）午前10時～午後４時まで
場所：長野地方裁判所諏訪支部（電話52－9211）

【第２回目】
日時：10月７日（月）午前10時～午後４時まで
場所：岡谷簡易裁判所（電話22－3195）

※予約は不要です。関係する書類を持って会場までお越しください。
■お問い合わせ先　下諏訪町 住民環境課 生活環境係　電話27－1111（内線143）

岡谷市清掃工場解体に伴う工事等説明会の開催について（お知らせ）岡谷市清掃工場解体に伴う工事等説明会の開催について（お知らせ）
　湖周行政事務組合が進めている湖周地区ごみ処理施設整備事業に伴い、今年の11月か
ら岡谷市清掃工場の解体工事や造成工事が予定されています。つきましては下記の日程
で工事説明会を開催いたしますので、多くの住民のご参加をお待ちしております。
日　時：平成25年10月24日（木）　午後７時～
場　所：岡谷市役所９Ｆ大会議室
■ お問い合わせ先　湖周行政事務組合　電話23－4811（内線1573）
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第３5回 下諏訪町統計グラフコンクール

家族みんなで楽しめます。ぜひこの機会に図書館にいらしてください。ご案内します。
入賞作品が決定しました！
　第35回下諏訪町統計グラフコンクールの作品審査会が８月23日
（金）行われ、全６部門の入賞作品が決まりました。
　今年は、６部門に91点（117人）の応募があり、この中から金・
銀・銅・努力賞に下記の皆さんの作品が入選しました。入選した皆さ
んは次のとおりです。

六
部
門
で
五
十
三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
！

六
部
門
で
五
十
三
点
が
入
賞
し
ま
し
た
！

〈
第
一
部
〉（
小
学
一･

ニ
年
）

●
金
　
賞
　
　
佐
藤 

稜
太

　
　
　
　
　
　
高
木 

彩
羽

●
銀
　
賞
　
　
友
野 

七
花

　
　
　
　
　
　
長
﨑 

楓
太

●
銅
　
賞
　
　
神
澤 

宗
平

　
　
　
　
　
　
傳
田 

智
輝

●
努
力
賞

　
　
林 

　
泰
寛
　
有
賀 

野
々
花

　
　
岩
波 

泰
登
　
坂
井 

煌
基

　
　
坂
井 

七
海
　
長
﨑 

光
希

　
　
宮
坂 
奏
多

〈
第
二
部
〉（
小
学
三･

四
年
）

●
金
　
賞
　
　
宮
坂 
歩
奈

　
　
　
　
　
　
小
林 
海
斗

　※

共
同
作
品

　
小
口 

桃
佳
・
小
口 

陽
歌

●
銀
　
賞
　
　
野
明 

花
菜

　
　
　
　
　
　
野
田 

陽
月

●
銅
　
賞
　
　
蟹
澤 

勇
雅

　
　
　
　
　
　
斉
藤
　
梓

●
努
力
賞

　
　
関
口
　
葉 

　
田
村 

純
平

　
　
今
井
　
咲 

　
日
比
野 

諭

　
　
小
林 

雄
飛

〈
第
三
部
〉（
小
学
五･

六
年
）

●
金
　
賞
　
　
堀
内 

聡
子

　
　
　
　
　
　
松
澤 

結
衣

●
銀
　
賞
　
　
藤
森 

亮
輔

　
　
　
　
　
　
髙
橋 

真
生

●
銅
　
賞
　
　
林
　
佑
希
人

　
　
　
　
　
　
松
澤 

さ
く
ら

　
　
　
　
　
　
香
月 

天
那

●
努
力
賞

　
　
川
上 

雄
飛
　
武
井 

信
頼

　
　
髙
木 

勇
輝
　
酒
井 

彩
綾

〈
第
四
部
〉（
中
学
）

●
金
　
賞
　
　
篠
遠 

早
紀

　※

共
同
作
品

　
小
林 

南
名
香
・
高
山 

愛
加

●
銀
　
賞

　※

共
同
作
品

　
岩
波 

春
香
・
松
岡 

麻
実

　※

共
同
作
品

　
清
水 

菜
々
子
・
松
原 

ま
い

●
銅
　
賞
　
　
五
味 

真
希

　
　
　
　
　
　
大
久
保 

実
南

　
　
　
　
　
　
長
田 

鈴
渚

　※

共
同
作
品

　
帯
刀 

彩
奈
・
波
多
野 

有
紗

●
努
力
賞

　※
共
同
作
品

　
河
西 
李
乃
・
山
田 

真
優

　※

共
同
作
品

　
増
沢 

奈
美
・
松
田 

純
奈

　
山
田 

志
織

　※

共
同
作
品

　
石
原
　
優 

・
岩
垂 
香
菜

　※

共
同
作
品

　
江
黒 

大
晃
・
野
澤 

一
輝

　※

共
同
作
品

　
小
松 

太
雅
・
玉
舎 

佑
一

　※

共
同
作
品

　
原
　
良
樹 

・
平
出 

達
磨

〈
第
五
部
〉（
高
校
・一
般
）

●
金
　
賞

　※

共
同
作
品

　
松
澤 

洋
高
・
松
澤 

結
衣

〈
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
〉

●
金
　
賞
　
　
濱
　
優
衣

　※

共
同
作
品

　
中
村 

佳
穂
・
中
村 

有
希第１部金賞

［佐藤 稜太・南小２年］
第１部金賞

［高木 彩羽・北小２年］
第２部金賞

［小林 海斗・北小４年］

第４部金賞
［小林 南名香・高山 愛加］

第４部金賞
［篠遠 早紀・下中３年］

第２部金賞
［小口 桃佳・小口 陽歌］

第３部金賞
［堀内 聡子・南小５年］

第３部金賞
［松澤 結衣・北小６年］

第５部金賞
［松澤 洋高・松澤 結衣］

パソコンの部金賞
［中村 佳穂・中村 有希］

パソコンの部金賞
［濱　優衣・南小５年］

第２部金賞
［宮坂 歩奈・南小４年］

としょかんまつり2013としょかんまつり2013としょかんまつり2013としょかんまつり2013１０／19（土）１０／19（土）
２0（日）２0（日）

場所
２Ｆ　会議室 ロビー 玄関前

２Ｆ
声の図書室

こども
図書室時間

９

10

11

12

13

14

15

16

９

10

11

12

13

14

15

16

17

19日
㈯

20日
㈰

10：00～10：45

9：30～
　16：30

9：30～
　16：30

10：00～
　12：00

10：00～
　12：00

11：00～11：30

13：00～13：30

子どもオペレッタ（北小児童の歌と劇）＆
子ども向け・島崎藤村の本の朗読・解説 古

本
市

（
一
人
十
冊
ま
で
無
料
で
古
本
を
持
ち
帰
れ
ま
す
）

体
験
し
よ
う

（
朗
読
・
点
字
）

13：00～
　16：30

聴
こ
う
！
録
音
図
書

（
本
、町
広
報
誌
、新
聞
な
ど
）

13：00～
　16：30

聴
こ
う
！
録
音
図
書

（
本
、町
広
報
誌
、新
聞
な
ど
）

こ
ど
も

俳
句
教
室

展
示

（
社
中
生
徒
研
究
発
表
・
俳
句
・
写
真
）

展
示

（
社
中
生
徒
研
究
発
表
・
俳
句
・
写
真
）

9：30～
　16：30

9：30～
　16：30

10：00～
　12：00

体
験
し
よ
う

（
朗
読
・
点
字
）

（人形劇：「キャベツくん」）（パネルシアター：「小さな世界」）

（下諏訪中学校雅楽講座生徒）（大人の朗読）（子どもの朗読）

おはなしの広場

お楽しみコンサート（カホン・ギター・ケンハモ）

13：30～14：00 館内めぐり（初心者・大人）

15：00～15：30 館内めぐり（初心者・大人）

14：00～15：00 大人向け朗読会「金色夜叉」＆

13：00～13：45 マジック・腹話術ほか

14：00～15：00 雅楽と朗読のおくりもの

参加者：幼児から中学生まで（定員30人）
　　　　　※申込みが必要です。

10：00～12：00 子どもポスターづくり
「読書をすすめるポスター」

■お問い合わせ先　下諏訪町立図書館　電話27－5555

そうだ！　図書館へ行こう！
暮らしに役立つ本や、楽しいＣＤ・ＤＶＤなど･･･
興味のあるものが見つかるかもしれません！
♪初めての方も大歓迎です♪

絵の具・くれよんで自由に楽しく描こう！
作品は公会所・図書館・学校等に飾るよ！
下中・社中の生徒さんが手伝ってくれます！

ＤＶＤ「赤彦と邦子」（詩吟・コーラス・語り）

※

紙
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

古
本
市

（
一
人
十
冊
ま
で
無
料
で
古
本
を
持
ち
帰
れ
ま
す
）

※

紙
袋
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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長野県からのお知らせ
信州四季旅キャンペーン特別企画「ぐるっと信州体験博2013」開催中信州四季旅キャンペーン特別企画「ぐるっと信州体験博2013」開催中
　信州四季旅キャンペーン特別企画として、信州で体験・芸術・宿泊の旅をお楽しみいただく「ぐる
っと信州体験博2013」を開催しています。また、長野県内で周遊・滞在いただくため、体験博のプ
ログラム等を対象としたスタンプラリーを併せて実施しています。
●内　　容
　◇体験博参加プログラム等
　　１．信州の魅力を体験できるプログラム、ツアー、ガイド等（171プログラム）
　　２．美術館、博物館、動物園（125施設）　３．長野県内宿泊施設（約6,000施設）
　◇スタンプラリー参加方法
　　①チラシ、ホームページ等で「ぐるっと信州体験博」の情報を得る。
　　②参加施設や長野県内の観光案内所でパスポートを取得。
　　③体験プログラム等に参加してスタンプを押印してもらう。
☆スタンプを２個または３個集めて応募するともれなく「ぐる信限定アルクマピンバッジ」をプ
レゼント。
☆スタンプを３個集めた方には、抽選で「アルクマスペシャル賞」（１人）及び「長野県特産
品」（20人）をプレゼント。

　　※スタンプラリーの応募締切は12月10日（火）です。
■お問い合わせ先　信州キャンペーン実行委員会事務局（県庁観光振興課）
　　　　　　　　　電話026－235－7254

「信州のしあわせ」をテーマにした作品を募集しています「信州のしあわせ」をテーマにした作品を募集しています
　信州ブランド戦略に基づき、信州ブランドの発信の主役である県民の皆さんに「信州らしさ」を発
見し、発信していただくために、ホームページ上で作品を募集しています。
　投稿者全員に「しあわせ信州ステッカー」をプレゼント！投稿作品はホームページ、Facebook、
YouTubeで公表し、人気の高かった作品は表彰して粗品を進呈します。また、作品の一部を使って、
長野県のプロモーションビデオやポスターなどPRツールを作成します。
●内　　容
　募集する作品：動画・写真・絵手紙・４コマ漫画・俳句の５種類
　作品キーワード：「信州」・「人」・「しあわせ」（※ 作品中に３つの要素が入ること）
●投稿方法
　（１）ホームページの投稿フォームからデータを送信
　　【http://shiawase-shinshu.jp/mitsukeyo-project/】
　（２）郵送（写真・絵手紙・俳句・４コマ漫画は郵送でも受け付けます。）
　　【送付先　〒380－8546　信濃毎日新聞社広告部内「信州ブランド広報委員会事務局」】
※詳しい内容は、下記までお問い合わせください。
■お問い合わせ先
　○県庁観光企画課信州ブランド推進室　電話026－235－7247
　○信州ブランド広報委員会（事務局：信濃毎日新聞社広告部） 電話026－236－3333

開催期間：
　～11月30日（土）まで

募集期間：
　～10月10日（木）まで

下諏訪町の企業紹介　第22弾 「宮坂商店」下諏訪町の企業紹介　第22弾 「宮坂商店」
ー地域の活力がここにあるー

　毎月発行しているクローズアップしもすわで、町内の企業を紹介します。内容は各会
社から提出いただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は下諏訪町 総務
課 情報防災係（電話27－1111　内線262）までご連絡ください。

　動物系と魚介系からとる創業当時から変わら
ないWスープと芳醇な魚介の存在感！
　トッピングのトロトロ煮玉子、豚のバラ肉を
じっくり煮込み、さらに自家製のタレに漬け込
んだチャーシュ
ーがのってる一
品です！
（650円）

●所在地　下諏訪町10616　●電話26－7118　●代表者　社長　宮坂　健　

　魚介の“ぎょ”と、こってりの“てり”で名
付けられた「ぎょってりラーメン」。
　香り高い魚介スープと、毎日10時間じっくり
煮込んだ豚骨スープをたっぷり使ったWスープ
の一品です。
　醤油とぎょって
りの両方を食べら
れる「Wラーメ
ン」もあります！
（850円）

下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム講座紹介

公民館講座に参加してみませんか？公民館講座に参加してみませんか？

パン作り講座 夏野菜をフル活用

■お問い合わせ先　下諏訪町公民館・勤労青少年ホーム　　電話28－0002

　６月、７月の火曜日全４回にわたって、パン作り
の講座が開催されました。講師は齋藤毅先生です。
各回でピザ、ベーグル、ベーコンエピ、バターロー
ルを作りました。生地をこねる大変さやきれいに形
を作る難しさを感じつつ、楽しくおいしいパンを作
りました。合間に挟まれる先生のちょこっとパン知
識もためになります。受講
者の皆さんは「おいしい！」
「家でも作ってみた」など
と話していました。２時間
でパンの魅力を存分に味わ
える講座となりました。

　旬の野菜が大活躍！７月～９月の水曜日全４回を
通して、レモンや梅を使ったお料理講座が開催され
ました。講師は徳永幸子先生です。梅みそや塩レモ
ンといった保存食を初回で作り、それらを利用した
料理を作っていきました。受講者の中には持ち帰っ
た梅みそを、さっそく食
べてみたという方もいま
した。「家族に大好評で
した」「もうなくなりそ
うで…」などという声も
聞くことができました。

２回目では夏野菜のマー
ボーとゴーヤの和え物を
作りました。受講者の皆
さんは手際よく料理を作
りあげていました。

宮坂商店は、オープンして今年で12年目です！
毎日食べても飽きない、そんなラーメンを日々目指しています。

昭和初期のレトロチックな店内では、夕方に夕焼けを見ることができます！是非、お越しください！

醤油ラーメン ぎょってりラーメン

（※左上写真）

オータムジャンボ10月11日（金）まで！オータムジャンボ10月11日（金）まで！オータムジャンボ10月11日（金）まで！オータムジャンボ10月11日（金）まで！
『今年のオータムジャンボ宝くじは、１等・前後賞合わせて３億9,000万円！』
　１　　等　３億3,000万円×13本（発売総額390億円・13ユニットの場合）
　前後賞各　　　3,000万円×26本（発売総額390億円・13ユニットの場合）
この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のため
に使われます。
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下諏訪町総合防災訓練
を実施しました！

下諏訪町総合防災訓練
を実施しました！

下諏訪町総合防災訓練
（第2部）を実施！

下諏訪町総合防災訓練
（第2部）を実施！

下諏訪町総合防災訓練
を実施しました！

下諏訪町総合防災訓練
を実施しました！

下諏訪町総合防災訓練
（第2部）を実施！

下諏訪町総合防災訓練
（第2部）を実施！

　大規模な地震及び豪雨災害を想定し、町と自衛隊
が連携した訓練を、防災拠点である赤砂崎公園を活
用し実施しました。災害対応車両の配備・展示、人
命救助システム展示、高機動車による人員輸送、併
せて自衛隊炊事車による炊き出し訓練を町職員と合
同で行う大規模な訓練でした。

　高浜運動公園が主会場である第10区に町災害対策
本部を設置し、道路の寸断に加え、家屋の倒壊によ
る地震被害を想定した各種訓練を実施しました。
　各区の自主防災本部は各区で策定した実施計画に基づき訓練が行われました。
　下写真のほかに、給水訓練、アマチュア無線クラブによる無線通信、災害救援ボランティアセンターの設置
訓練、炊き出し訓練等各ブースに分かれて実施しました。

エアテント設営訓練 プライベートルーム設置訓練 状況公表訓練 救急救護訓練

仮設トイレ設置訓練

８１式自走架柱橋 軽装甲機動車 自衛隊関係車両

人命救助システム 高機動車（見学者の乗車体験） 野外炊具１号

がれき救出訓練 リヤカー搬送訓練 非常用電源操作訓練

大型輸送ヘリによる防災ヘリポート場外離発着場検証大型輸送ヘリによる防災ヘリポート場外離発着場検証
輸送ヘリ（CH-47J チヌーク）
　収容能力の大きな貨物室並びに床レベリング装
置追加により容易な貨物の積み下ろし、各種形状
の物資の吊り下げも可能な大型輸送ヘリコプター。
　最大輸送人員は55人、最大輸送貨物は約７ｔ。

防災訓練（第２部）には２日間で
　　　　約500人の見学者が集まりました。
防災訓練（第２部）には２日間で
　　　　約500人の見学者が集まりました。

上空から見た下諏訪町と防災ヘリポート。
（※自衛隊の方から提供していただきました。）

炊具で炊きあがったご飯を職員
がおにぎりにし、見学者に配給。



生涯学習 2013.10  1213　生涯学習 2013.10 ■文化センターホール・下諏訪体育館の10月の休館日は、１・８・15・16・22・29日です。 ■諏訪湖博物館の10月の休館日は、７・15・21・28日です。

生
涯
学
習

生
涯
学
習
No.473

か
お
り
高
い

      

文
化
の
ま
ち

発行　下諏訪町教育委員会

編 集　生涯学習
　　　　　編集委員会

〒 393-8501
長野県諏訪郡下諏訪町4611-40
(下諏訪総合文化センター内）
☎0266-27-1111（内線718）
FAX 0266-28-0131
E-mail＝syougai@town.
　　　　   shimosuwa.lg.jp
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史
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訪
町
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こ
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い
う
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史
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輝
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よ
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覚
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ま
し
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。
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光
ガ
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協
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。

　

最
初
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よ
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に
ガ
イ
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ず
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手
探
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状
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し
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し
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思
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ち
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を
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け
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ま
し
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訪
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知
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。
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な
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。
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と
う
」
「
わ

か
り
や
す
か
っ
た
」
等
の
言
葉
を
残

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
熱

心
に
聞
い
て
く
だ
さ
る
お
客
様
と
視

線
が
合
っ
て
、
頷
い
て
く
だ
さ
る
時

は
、
本
当
に
ガ
イ
ド
が
楽
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
の
私
を
支

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
質
問
に
も
、

自
然
や
歴
史
、
文
化
の
知
識
や
私
の

乏
し
い
経
験
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
お

答
え
し
ま
す
。
下
諏
訪
町
の
素
晴
ら

し
さ
を
一
つ
で
も
心
に
と
ど
め
て
お

帰
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
。
せ
っ

か
く
下
諏
訪
町
を
訪
れ
た
方
々
に
、

町
の
印
象
を
少
し
で
も
心
に
刻
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
、
お
も
て

な
し
の
心
で
一
生
懸
命
や
っ
て
お
り

ま
す
。

　

あ
の
太
宰
府
の
ご
婦
人
が
、
私
の

ガ
イ
ド
の
原
点
で
す
。
私
た
ち
観
光

ガ
イ
ド
の
「
心
の
お
も
て
な
し
」
が
、

町
の
観
光
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
、
そ

し
て
下
諏
訪
町
の
発
展
に
少
し
で
も

お
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
お
読
み
に
な
っ
た
方
、
ご

一
緒
に
ガ
イ
ド
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

更
に
小
中
学
生
の
皆
様
に
も
、
下
諏

訪
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、

ガ
イ
ド
の
担
い
手
に
な
っ
て
く
だ
さ

っ
た
ら
と
、
夢
を
描
き
な
が
ら･･･

。

連
絡
先　

２
８―

５
９
１
９　

春宮をガイドする

それぞれの想いを込めて歌う

音響担当の熊谷一正さん

観
光
ガ
イ
ド
で
心
の
お
も
て
な
し

歌
を
通
し
て

　
　
　
楽
し
い
近
隣
づ
き
あ
い
を

湯
田
町
　
　
髙
木　

光
富

立
　
町
　
　
有
賀　

せ
つ
子

　

二
区
分
館
事
業
と
し
て
、
何
か
合

唱
で
も
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。
急
に
は
難
し
い
の
で
、

文
化
庁
が
策
定
し
た
「
日
本
の
歌
百

選
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
そ
の
曲
に

ま
つ
わ
る
思
い
出
を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
の
せ

て
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
そ
の
後

み
ん
な
で
歌
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

ま
た
伴
奏
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り
作

成
し
、
参
加
者
の
年
齢
を
考
慮
し
て
、

音
の
高
さ
、
テ
ン
ポ
を
毎
回
調
整
し

ま
し
た
。
会
場
は
ど
な
た
で
も
参
加

し
や
す
い
よ
う
に
、
区
内
四
公
会
所

（
平
和
館
・
城
の
腰
館
・
青
塚
館
・

東
明
館
）
を
移
動
し
て
開
催
し
、
高

齢
の
方
で
も
近
く
の
会
場
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。
全

百
一
曲
を
年
間
四
回
に
分
け
、
毎
回

二
十
五
曲
の
童
謡
唱
歌
・
歌
謡
曲
・

懐
か
し
い
抒
情
曲
等
を
歌
っ
て
い
ま

す
。

　

毎
回
二
区
分
館
報
で
お
知
ら
せ
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
事
前
に

参
加
希
望
を
募
っ
て
い
な
い
た
め
、

「
今
回
は
、
何
人
集
ま
っ
て
も
ら
え

る
か
」
と
非
常
に
不
安
で
す
。
お
陰

様
で
、
初
回
以
来
こ
の
八
月
開
催
で
、

五
年
目
通
算
十
八
回
目
を
迎
え
、
参

加
者
も
毎
回
三
十
か
ら
四
十
人
を
数

え
ま
す
。
年
末
に
は
「
歌
で
迎
え
る

ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
行
い
、
特
製

ス
イ
ー
ツ
も
堪
能
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
は
、
各
会
場
に
ピ
ア
ノ
等

が
無
い
た
め
、
作
成
し
た
伴
奏
音
源

を
忠
実
に
再
生
し
て
も
ら
う
音
響
担

当
を
熊
谷
一
正
さ
ん
に
お
願
い
し
、

音
響
設
備
一
式
を
毎
回
設
置
し
、
伴

奏
・
Ｂ
Ｇ
Ｍ
音
源
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ

く
再
生
を
お

願
い
し
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
人

こ
の
催
し
に

な
く
て
は
な

ら
な
い
人
が
、

ナ
レ
ー
タ
ー

を
お
願
い
し

て
い
る
有
賀
せ
つ
子
さ
ん
で
す
。

　

全
体
の
進
行
と
伴
奏
の
作
成
を
髙

木
が
担
当
し
、
歌
詞
カ
ー
ド
に
も
こ

だ
わ
り
、
曲
を
よ
り
盛
り
上
げ
る
た

め
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
挿
入
し
て

い
ま
す
。
時
に
は
外
部
か
ら
、
ギ
タ

ー
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
奏
者
を
迎
え

て
、
一
緒
に
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
、
歌
に
ま
つ
わ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
思
い
出
の
曲
を
常
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

髙
木
さ
ん
よ
り
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
ど
う
な
る

の
か
不
安
で
し
た
。
文
章
は
毎
回

髙
木
さ
ん
が
準
備
し
て
く
だ
さ
り

読
ん
で
い
ま
す
。

　

初
回
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
参
加
者

に
道
で
会
っ
た
時
な
ど
、
「
今
年

は
い
つ
や
る
の
？
」
と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
「
楽
し
み
に
し
て

く
れ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
嬉
し
く

な
り
ま
す
。
参
加
し
て
い
る
方
に

は
歌
へ
の
想
い
や
思
い
出
が
あ
り
、

大
き
な
声
や
小
さ
な
声
、
涙
声
と

様
々
に
、
楽
し
そ
う
に
歌
っ
て
い

ま
す
。
音
痴
な
私
も
い
つ
の
間
に

か
、
皆
と
一
緒
に
声
を
出
し
て
い

ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
歌
う

じ
ょ
じ
ょ
う
き
ょ
く

そ
う
に
ゅ
う
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苗の育て方をていねいに説明する　7/23

花を見つめる心

五
官
　
　
久
保
田　

み
す
ず

　

以
前
よ
り
社
中
で
は
「
地
域
に
花

を
」
と
い
う
考
え
で
、
「
や
し
ろ
ガ

ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
活

動
が
生
徒
会
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

去
年
三
年
の
宮
下
君
が
、
し
も
す
わ

未
来
議
会
で
「
や
し
ろ
ガ
ー
デ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
拡
大
し
て
し
も
す
わ

ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
し
て
、

下
諏
訪
町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
提
案

か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
「
し
も
す
わ

ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。

活
動
の
中
心
は
町
内
四
小
中
学
校
、

花
田
養
護
学
校
、
下
諏
訪
向
陽
高
等

学
校
の
六
校
と
、
町
民
有
志
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
、
育
て

や
す
く
明
る
い
色
が
良
い
と
い
う
こ

と
で
、
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
花
を
種
か
ら
育
て
、
一
二

〇
個
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
移
植
し
、
そ

れ
を
町
内
の
施
設
（
駅
、
万
治
の
石

仏
、
大
社
通
り
等
）
に
飾
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

五
月
の
連
休
過
ぎ
に
、
各
校
一
斉

に
種
ま
き
が
行
わ
れ
、
活
動
が
始
動

し
ま
し
た
。

　

い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
相
手
は
生

き
物
、
発
芽
が
う
ま
く
い
か
ず
、
蒔

き
直
し
も
あ
り
ま
し
た
。
七
月
中
旬

に
は
、
い
よ
い
よ
プ
ラ
ン
タ
ー
移
植

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
花
は
、

八
月
下
旬
頃
か
ら
各
施
設
を
美
し
く

飾
り
ま
す
。

　

花
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
毎

日
世
話
を
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

私たちのまちづくり　～しもすわガーデンプロジェクト～私たちのまちづくり　～しもすわガーデンプロジェクト～

しもすわガーデンプロジェクトに取り組むしもすわガーデンプロジェクトに取り組むしもすわガーデンプロジェクトに取り組むしもすわガーデンプロジェクトに取り組む
　本誌４月号でご紹介した、しもすわ未来議会での下諏訪社中学校の生徒の提案により始まった
プロジェクトです。社中学校と町教育委員会が事務局となり、町内小中学校・高校にまでその活
動は広がり、町をあげての取り組みになってきています。一般町民の方のご協力の申し出もいた
だき、何回か話し合いが持たれながらプロジェクトが進められています。
　社中学校の「やしろガーデンプロジェクト」から活動を支えてくださり、今現在はボランティ
アで事務局に入って、活動全体を見守りお手伝いいただいている久保田さんや、各校代表児童生
徒の活動や思いをご紹介します。

ま
ち
を
愛
す
る
人
が
育
つ

　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

本
当
に
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
の
試
み
で
い
ろ
い
ろ
と
試
行

錯
誤
も
あ
り
ま
す
が
、
町
中
を
美
し

く
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

一
粒
の
「
下
諏
訪
町
を
花
あ
ふ
れ

る
町
に
し
た
い
」
と
い
う
種
が
ま
か

れ
ま
し
た
。
花
を
育
て
る
と
い
う
活

動
を
通
し
て
、
や
さ
し
さ
、
美
し
さ
、

感
じ
る
気
持
ち
を
体
験
し
、
ひ
い
て

は
町
を
愛
す
る
人
が
育
ち
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
成
長
し
て
い
け
ば

嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
、
再
来
年
と
、
活
動

の
輪
が
広
が
っ
て
い
け
ば
い
い
、
と

密
か
に
願
っ
て
い
ま
す
。
町
中
で
、

黄
色
い
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
花
を
見

か
け
ま
し
た
ら
、
「
子
ど
も
た
ち
の

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
花
が
咲
い
て
い

る
」
と
、
思
っ
て
く
だ
さ
い
。

黒板に出された意見を整理する

プロジェクト グループBで司会をする

しもすわガーデンプロジェクト　～ 話し合いをリードする ～しもすわガーデンプロジェクト　～ 話し合いをリードする ～

下
諏
訪
向
陽
高
校
　
三
年

名
取　

美
晴

つ
く
る
側
の
楽
し
み

　

こ
の
「
し
も
す
わ
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
下
諏
訪
町
民
の

「
下
諏
訪
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た

い
」
と
い
う
願
い
か
ら
始
ま
っ
た
企

画
で
す
。
初
め
て
会
議
に
出
席
し
た

時
は
、
「
町
の
方
々
の
期
待
が
込
め

ら
れ
た
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
の
に
、
小
中
学
生
を
先
導
し
、
か

つ
大
人
の
方
と
協
力
し
合
い
な
が
ら

成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
会
議
の
回
数
を
重
ね
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
の
お
話
を
聞
い
て
、

「
観
光
に
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
方
々
に
対

す
る
お
も
て
な
し
の
心
を
第
一
に
し

て
、
成
功
さ
せ
て
み
せ
る
」
と
い
う

強
い
思
い
に
駆
り
立
て
ら
れ
ま
す
。

や
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
ガ
ー
デ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
会
議
に
名
を
連

ね
る
方
だ
け
で
な
く
、
陰
な
が
ら
応

援
し
て
い
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
つ
く
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　

現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
発
展
途

上
で
、
花
を
見
て
く
だ
さ
る
方
を
ど

の
よ
う
に
楽
し
ま
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
。
驚
か
せ

る
の
か
、
感
動
さ
せ
る
の
か
、
あ
る

い
は
笑
い
を
誘
う
の
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
見
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
を

考
え
な
が
ら
企
画
す
る
こ
と
は
、
つ

く
る
側
の
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
方
や
観
光
客
の
方

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
頑
張

り
た
い
で
す
。

下
諏
訪
向
陽
高
校
　
三
年

遠
山　

真
史

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
思
い
入
れ

　

参
加
し
た
当
初
は
、
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
は
、
昨
年
度
「
し
も
す
わ
未

来
議
会
」
で
提
案
さ
れ
、
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
知

ら
な
い
ま
ま
に
、
実
施
運
営
す
る
側

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
そ
ん
な
不
安
も

な
く
な
り
、
今
で
は
積
極
的
に
計
画

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
小
中
学
生
と
高
校

生
と
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
し
、
下

諏
訪
町
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
よ
う

と
い
う
も
の
で
す
。
目
的
と
し
て
は
、

花
を
中
心
に
し
た
下
諏
訪
町
の
人
の

笑
顔
、
さ
ら
に
は
外
か
ら
町
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
人
た
ち
の
お
も
て
な
し
を

し
て
、
町
を
活
性
化
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
こ
の
計
画
に
携
わ
る

者
と
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
や
小
中

学
生
と
一
緒
に
全
力
で
や
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
段
階
で
は
、
花
の
生
長
は
ど
の

種
も
順
調
に
育
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
先
に
行
う
植
え
か
え
が
楽
し
み

で
す
。

　

計
画
も
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
部

分
が
あ
り
、
そ
れ
を
詰
め
て
い
く
の

が
大
変
で
す
が
、
毎
日
が
と
て
も
充

実
し
て
い
て
、
こ
の
計
画
に
参
加
で

き
、
本
当
に
楽
し
い
で
す
。
計
画
が

達
成
す
る
ま
で
あ
と
数
ヶ
月
し
か
な

い
の
で
、
良
い
結
果
が
出
る
よ
う
に

力
を
尽
く
し
ま
す
。
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育てた苗の前で 委員の皆さん 

プランターに苗を植える  7/19

プロジェクトで真剣に話し合う

休み時間の植え替え　7/17

しもすわガーデンプロジェクト　～ 小学生の取り組み ～しもすわガーデンプロジェクト　～ 小学生の取り組み ～

北
小
　
六
年
　
　
松
澤
　
結
衣

一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る

北
小
　
六
年
　
　
濵
　
陽
介

苦
労
は
あ
っ
て
も
・
・
・

 

私
は
、
ガ
ー

デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
活
動
を

す
る
こ
と
で
、

観
光
客
や
町
の

方
々
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。

 

四
月
か
ら
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
育

て
て
き
ま
し
た
。
種
ま
き
、
毎
日
の

水
や
り
そ
し
て
植
え
か
え
な
ど
、
委

員
会
で
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て
き

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
時
間
を
使
っ

て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
で
、

き
れ
い
に
育
っ
た
花
を
見
て
も
ら
い

た
い
し
、
喜
ん
で
も
ら
っ
た
り
笑
顔

に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
ら
い
い

な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
プ

ラ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
や
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ど
う
す

れ
ば
見
て
も
ら
え
る
か
な
ど
い
ろ
い

ろ
考
え
て
、
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

南
小
　
六
年
　
　
太
田
　
沙
梨
衣

全
校
が
積
極
的
に
取
り
組
む

プロジェクトでの小栃洞・松岡さん

マリーゴールドの種をまく 　5/8

プロジェクトでの宮澤・竹村・中村さん

プランターに苗を移植する　　7/16

しもすわガーデンプロジェクト　～ 中学生の思い ～しもすわガーデンプロジェクト　～ 中学生の思い ～

下
中
　
三
年
　
　
松
岡
　
麻
美

全
校
で
盛
り
上
げ
た
い

下
中
　
三
年
　
小
栃
洞  

彩
音

し
っ
か
り
と
足
場
を
固
め
る

こ
と
ち
ぼ
ら

さ
い
お
ん

　

こ
の
「
し
も

す
わ
ガ
ー
デ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
最
大
の
特

徴
は
、
本
当
に

町
ぐ
る
み
で
行

う
、
と
い
う
と

こ
ろ
だ
と
思
い

ま
す
。
花
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
を

通
し
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
児

童
生
徒
と
地
域
の
方
々
と
の
距
離
が

ぐ
っ
と
縮
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
植
え
た
花
を
、

地
域
や
観
光
客
の
方
々
に
も
見
て
い

た
だ
く
こ
と
で
、
下
諏
訪
と
い
う
町

を
、
よ
り
き
れ
い
で
素
敵
な
と
こ
ろ

だ
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る

し
、
華
や
か
に
感
じ
て
も
ら
え
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

下
中
は
初
め
て
の
参
加
で
す
が
、

全
校
で
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

一
町
民
と
し
て
、
町
に
花
が
増
え
る

の
も
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

社
中
　
三
年
　
　
中
村
　
朋
実

地
域
と
の
絆
を
深
め
る

　

こ
れ
ま
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
き
て
、
多
く
の
驚
き
が
あ
り
ま

し
た
。
企
画
自
体
が
新
鮮
で
す
。
ま

た
、
自
分
と
同
じ
中
学
生
が
町
議
会

で
提
案
し
、
そ
れ
が
実
行
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
も
す
ご
い
と
思
い
ま

し
た
。
会
議
も
、
高
校
生
中
心
に
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
発
案
し
た
企
画
を
、
子

ど
も
が
運
営
す
る
と
い
う
の
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
加
わ
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

五
年
十
年
と
続
い
て
い
く
企
画
に
な

る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
足
場
を
固
め

る
の
も
、

一
年
目
の

僕
た
ち
の

仕
事
だ
と

思
っ
て
い

ま
す
。
花

を
見
る
こ

と
で
、
少

し
で
も
多

く
の
人
が

笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
と
い

う
の
が
僕
の
目
標
で
す
。

　

し
も
す
わ
ガ

ー
デ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、

何
度
か
文
化
セ

ン
タ
ー
に
集
ま

り
、
全
体
会
議

を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で

は
町
内
の
小
中
学
校
や
下
諏
訪
向
陽

高
校
、
花
田
養
護
学
校
の
代
表
者
や

役
場
の
方
々
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
、

地
域
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
人
が
集

ま
っ
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
私
は

そ
こ
の
全
体
会
議
を
通
し
て
、
様
々

な
こ
と
を
学
び
感
じ
ま
し
た
。

　

全
体
会
議
が
終
わ
っ
た
後
、
い
つ

も
感
じ
る
こ
と
は
、
地
域
と
の
絆
が

深
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
し
も

す
わ
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

地
域
の
方
々
の
力
な
し
で
は
ど
う
に

も
な
り
ま
せ
ん
。
設
置
場
所
や
そ
こ

で
の
水
や
り
、
花
の
管
理
な
ど
も
配

慮
し
て
く
だ
さ
っ
て
、
本
当
に
い
つ

も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
学

生
の
会
議
に
参
加
し
、
意
見
を
出
す

と
い
つ
も
じ
っ
く
り
と
考
え
て
、
実

現
に
向
け
て
動
い
て
く
れ
ま
す
。
そ

ん
な
地
域
の
方
々
の
や
さ
し
さ
に
感

謝
し
て
、
こ
の
し
も
す
わ
ガ
ー
デ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
花
で
い
っ
ぱ
い
に

す
る
活
動
と
し
て
、
地
域
に
発
信
し

て
い
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
学
校

で
は
水
や
り
や
花
の
管
理
を
し
っ
か

り
と
や
り
、
地
域
に
設
置
し
た
あ
と

も
、
い
つ
誰
が
見
て
も
心
が
温
ま
る

よ
う
な
花
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

し
て
、
よ
り
一
層
地
域
の
方
々
と
の

絆
を
深
め
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま

す
。

　

ぼ
く
は
、
ガ
ー
デ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
育
て
た
花
を
、
た
く
さ
ん
の
人

に
「
き
れ
い
だ
な
」
と
喜
ん
で
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は

ま
ず
、
水
や
り
が
大
切
で
す
。
水
や

り
は
、
委
員
会
の
当
番
活
動
と
し
て

や
っ
て
い
ま
す
。

　

芽
が
思
う
よ
う
に
出
な
く
て
苦
労

し
ま
し
た
が
、
目
標
の
数
に
は
達
し

た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
水
や
り
を
し
て
、
き
れ
い
な
花
が

咲
く
よ
う
に
見
守
り
た
い
で
す
。
自

分
た
ち
の
花
が
育
っ
て
い
く
の
を
見

て
い
る
と
、
と
て
も
楽
し
く
う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
た
と
え
苦

労
が
あ
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成

功
さ
せ
た
い
で
す
。

　

私
は
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
か
ら
、

花
に
興
味
を
も

つ
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。

こ
の
町
内
が
花

で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
き
れ
い

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

花
が
な
い
所
に
一
つ
で
も
花
を
置
け

ば
、
だ
ん
だ
ん
と
明
る
く
な
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
の
委
員
会
で
、
プ
ラ
ン
タ
ー

に
花
を
植
え
か
え
る
と
き
、
暑
い
の

に
み
ん
な
真
剣
に
、
大
切
そ
う
に
植

え
か
え
る
の
が
、
目
に
入
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
、
「
こ
ん
な
に
楽
し
ん

で
や
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
ん
だ
。

男
女
問
わ
ず
、
楽
し
ん
で
や
っ
て
く

れ
る
の
は
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
な
」

と
思
い
ま
し
た
。
委
員
会
の
企
画
に

も
全
校
の
み
ん
な
が
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
、
す
ご
く
嬉
し
か
っ

た
で
す
。
苦
労
し
て
や
っ
た
か
い
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
始
ま
っ
た

ば
か
り
だ
け
れ
ど
、
今
よ
り
も
っ
と

下
諏
訪
町
に
花
が
増
え
る
よ
う
に
、

先
ず
は
学
校
の
中
か
ら
花
を
増
や
し

て
い
っ
て
、
学
校
の
外
に
だ
ん
だ
ん

と
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。
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教育委員会からのおしらせ

■参加希望の方は、下記にご連絡ください。なお、直接、当日参加も大歓迎です。

　連絡先：下諏訪町教育こども課　教育総務係　☎28－0001

　

秋
た
け
な
わ
の
十
月
。
食
い
し
ん
坊
の

私
は
、
「
実
り
の
秋
」
と
い
う
言
葉
か
ら

「
食
欲
の
秋
」
を
想
像
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

町
内
の
田
ん
ぼ
で
は
、
九
月
か
ら
刈
り

取
り
が
始
ま
り
、
刈
り
取
っ
た
束
を
は
ぜ

に
掛
け
、
自
然
乾
燥
し
て
脱
穀
す
る
光
景

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
最
近
は
稲
作
づ
く

り
も
機
械
化
が
進
み
、
大
型
の
農
業
機
械

に
よ
る
農
作
業
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
町
中
の
田
ん
ぼ
の
家
族
総
出
に
よ
る

秋
の
作
業
風
景
は
、
農
作
業
や
家
族
の
原

風
景
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
残
し
て
お
き

た
い
風
景
の
一
つ
で
す
。

　

脱
穀
し
た
玄
米
は
精
米
し
て
白
米
と
し
、

一
年
の
実
り
に
感
謝
し
て
い
た
だ
く
新
米

の
味
は
、
格
別
お
い
し
い
味
で
あ
り
、
耕

作
に
携
わ
っ
た
農
家
の
方
々
に
感
謝
し
て

味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
米
の
他
に
も
、
新
鮮
な
野
菜
や
甘
く

て
お
い
し
い
果
物
、
山
の
贈
り
物
と
な
る

キ
ノ
コ
な
ど
、
秋
の
お
い
し
い
食
べ
物
を

沢
山
い
た
だ
き
、
仕

事
や
生
活
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。（
矢
島
）

　
　
　

空

空
っ
て
ね
、
元
気
が
な
い
時
な
が
め
る
と
す
ご
く

キ
レ
イ
に
見
え
る
。

ど
う
し
て
だ
ろ
う
。

ふ
だ
ん
気
づ
か
な
い
だ
け
な
の
か
な
。

い
ろ
ん
な
雲
が
う
か
ん
で
る
。

空
っ
て
ね
、
す
ご
く
広
い
。

私
が
ず
ー
っ
と
走
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
向
こ
う
に

広
が
っ
て
る
の
。

空
っ
て
ね
、
ど
こ
ま
で
も
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、

い
ろ
ん
な
国
の
人
の
顔
が
う
か
ん
で
く
る
の
。

空
っ
て
ね
、
元
気
が
な
い
時
な
が
め
る
と
す
ご
く      

キ
レ
イ
に
見
え
る
。

空
っ
て
ね
、
な
が
め
て
る
だ
け
で
元
気
に
な
る
の
。

下
諏
訪
北
小
四
年
（
現
六
年
）

河
西 

美
乃
莉

（
郡
児
童
文
集
「
み
ず
う
み
」
五
八
号
よ
り

十
月
の
こ
え

私たちのまちづくり　～ 設置されたみんなの花「マリーゴールド」 ～私たちのまちづくり　～ 設置されたみんなの花「マリーゴールド」 ～

　

ふ
と
通
り
が
か
っ
た
所
で
、
気
に
な
る
光
景

に
出
会
っ
た
。
重
機
で
掘
り
起
こ
し
、
な
ら
し

た
地
面
に
座
り
込
ん
で
い
る
二
人
の
男
性
が
目

に
止
ま
っ
た
。
地
べ
た
に
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
座

っ
て
い
る
姿
が
気
に
な
っ
た
の
だ
。
作
業
が
一

段
落
し
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
の
は
伝
わ
っ
て

く
る
の
だ
が
、
何
か
お
か
し
い
。

　

「
何
だ
ろ
う
」
と
考
え
な
が
ら
通
り
過
ぎ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
三
十
代
前
半
と
後
半
と
思
わ
れ
る
た

く
ま
し
い
男
性
で
あ
る
。
そ
の
二
人
は
、
離
れ

て
無
言
で
座
っ
て
い
た
。
無
言
ば
か
り
か
、
一

人
は
熱
心
に
携
帯
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
た
。
も

う
一
人
は…

何
も
や
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ぽ
つ

ん
と
一
人
、
疲
れ
た
よ
う
に
足
を
投
げ
出
し
て

座
っ
て
い
た
。

　

何
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
二
人
と
も
、
口
を

き
く
の
が
い
や
な
く
ら
い
疲
れ
て
い
た
の
だ
。

そ
う
思
っ
て
み
た
が
、
何
か
不
自
然
で
あ
る
と

感
じ
た
。
通
り
過
ぎ
る
自
分
の
心
に
、
そ
れ
が

あ
ま
り
愉
快
で
な
い
引
っ
か
か
り
を
作
っ
て
し

ま
っ
た
ら
し
い
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
の
待
合
い
時
間
、
母
親
の
前
で

高
校
生
ら
し
い
息
子
が
、
夢
中
に
な
っ
て
携
帯

を
い
じ
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
母
親
は
、
咎
め
る

人
権
を
考
え
る

気
に
な
る
光
景

で
も
な
く
話
し
か
け
よ
う
と
す
る
の
で
も
な
く
、

た
だ
無
関
係
に
退
屈
そ
う
に
料
理
を
待
っ
て
い

た
。
話
し
か
け
て
も
無
視
さ
れ
る
か
、
「
う
る

さ
い
」
と
一
蹴
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

電
車
の
中
の
人
や
通
り
す
が
り
の
人
が
、
夢

中
に
な
っ
て
携
帯
を
の
ぞ
き
込
ん
で
い
る
の
が

当
た
り
前
の
光
景
に
な
っ
た
。「
や
れ
や
れ…

」

と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

人
と
人
は
、
初
め
か
ら
心
が
通
じ
合
う
わ
け

で
は
な
い
。
「
何
を
話
し
た
ら
よ
い
か
」
、
話

題
を
探
し
退
屈
心
を
ほ
ぐ
し
つ
つ
、
ぽ
つ
り
ぽ

つ
り
と
話
し
て
み
る
。
そ
う
い
う
こ
と
の
積
み

重
ね
で
徐
々
に
人
間
関
係
が
で
き
て
い
く
の
だ

が
、
そ
ん
な
努
力
は
無
用
ら
し
い
。
と
に
か
く

い
や
だ
っ
た
ら
「
避
け
る
」
「
逃
げ
る
」
。
こ

う
し
て
家
庭
で
も
社
会
で
も
、
会
話
ら
し
い
会

話
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
そ
し
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シンポジウム　 共に語り合おう「未来の下諏訪教育」
　今、少子・人口減少社会に対応する新たな学校教育づくりのあり方が問われています。教育委員
会では、さらなる町教育の充実を目指し、地域の特色を活かした教育を推進するため、シンポジウ
ムを開催します。下諏訪町の教育を、皆さんで考えてみませんか？　多くの方のご参加をお待ちし
ております。
１　日　時　　平成25年10月18日（金）午後７時から８時40分まで
２　会　場　　下諏訪総合文化センター
３　テーマ　　共に語り合おう・未来の下諏訪教育
　　　　　　　～地域で育む子ども・子どもが関わる地域づくり～
４　分科会および小テーマ
　第１分科会　学力向上・小中一貫教育　　「下諏訪らしい学力、将来の下諏訪人を育むために」
　第２分科会　国際理解と英語教育　　　　「地域と子どもが育む国際化」
　第３分科会　体力向上・社会教育　　　　「学校体育と社会体育の連携」
　第４分科会　学校・地域連携、地域に学ぶ  「下諏訪ならではの学び、学びの場、そして郷土愛」

しもすわびと

北小児童は石仏に行く道にプラ
ンターを。どこにどんなふうに
並べるか、試行錯誤しながら並
べていました。

役場入り口に設置。育てたマリーゴ
ールドに囲まれて町長と語りあう南
小児童

下校後、駅前の御柱と温泉の
周りに設置する向陽高生

設置の後、枯れた花を摘み取り
手入れする下中生

社中の苗は太くて濃い緑色。丈
夫な苗を作るため、丹念に花を
摘み取り育てました。咲き揃う
のが楽しみです。
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休日当番医等は、変更になることがありますのでご承知ください。 ※事前に電話で確認の上受診してください。

※休日・夜間緊急医療案内　
　下諏訪消防署　☎28－011910月の休日当番医院・歯科医院・薬局

歯科当番医（診療時間9：00～正午） 当番薬局

6日

13日

14日
20日
27日

日

日

月
日
日

急病当番医（診療時間9：00～17：00）日 曜日

林内科・循環器科クリニック（岡谷市）
春山眼科医院（岡谷市）
諏訪共立病院
牛山医院（岡谷市）
溝口医院
つるみね共立診療所（岡谷市）

下島歯科医院（岡谷市）

アルプス矯正・
小児歯科クリニック（岡谷市）

山田歯科医院（岡谷市）

大滝歯科医院（岡谷市）

御子柴薬局（岡谷市）
高市薬局（岡谷市）
ひまわり薬局
ウエルシア薬局岡谷長地店（岡谷市）
イズミ薬局
湖北堂薬局（岡谷市）

●５日（土）　「わらべうたベビーマッサージ」　１０時半～
●19日（土）　「パパ講座」　１０時～１1時半

●21日（月）　「だいこんもちとお汁会」　１1時半～
　センターで取れた野菜を使って野菜をたっぷりのお汁を作ります。
※お弁当を持参してください。

子育てふれあいセンター「ぽけっと」からのお知らせ

10月の行事予定

― ファミリーデー  ―― ファミリーデー  ―

― 知恵袋講座 ―― 知恵袋講座 ―

26－8100
21－2525
28－2012
78－1192
27－6266
22－6680

28－0333

55－4477

22－2131

22－5678

27－7056
22－0781
26－7226
26－2510
28－6566
22－2325

 １日（火）つくるよぺたぺた
 ５日（土）ファミリーデー
 ８日（火）ファーストブック
18日（金）1歳児ママのつどい
21日（月）知恵袋講座
28日（月）おはなしいっぱい

 ３日（木）伏見屋邸へ行こう
 ７日（月）のびのびららら
11日（金）ベビーサイン
19日（土）ファミリーデー
25日（金）0歳児ママのつどい

下諏訪町空き家情報バンク登録状況下諏訪町空き家情報バンク登録状況
〈平成25年９月10日現在〉

宝くじの助成金で整備しました

国民健康保険加入者の方へ
新しい保険証をお送りしました

「つなごうすわ湖」開催

ＪＩＣＡボランティア秋募集説明会

抱きしめてプロジェクトin信州

平成２５年度

消防団員募集 『すわよう祭』一般公開のお知らせ

◆日　　時　10月13日（日）正午開始
　　　　　　（受付：10：00～）
◆参 加 費　500円（高校生以下自由）
◆参加方法　・当日現地受付（各所に受付有）
　　　　　　・協賛店にて事前受付
■お問い合わせ先　つなごうすわ湖実行委員会
　　　　　　　　　電話22－3553

　JICA駒ヶ根は10月１日から11月５日までを、平成
25年度JICAボランティア秋募集期間として、青年海
外協力隊員およびシニア海外ボランティアを募集しま
す。下記日程で秋募集説明会を開催いたしますのでご
参加ください。
◆日　時　10月６日（日）10：30～15：30
◆場　所　松本市中央公民館（３－１会議室）
◆内　容　JICA概要説明・体験談・個別相談会
※参加費は無料です。
※事前申込不要・途中入退場可
■お問い合わせ先　JICA駒ヶ根（伊東）
　　　　　　　　　電話0265－82－6151

　10月１日からお使いいただく保険証を、世帯主宛
にお送りしました。
　有効期限が切れた保険証は、破棄してください。
　社会保険などの保険証を取得された方は、国保を抜
ける手続きが必要です。手続きについては下記にお問
い合わせください。
■お問い合わせ先　下諏訪町 住民環境課 国保年金係
　　　　　　　　　電話27－1111（内線139）

　第５区は、（財）自治総合センターの平成25年度
コミュニティ助成事業（一般コミュニティ助成事業）
を活用し、利用者の利便性向上のため、高木公民館に
次のような備品等を整備しました。

◆事業内容　
　折りたたみ椅子・机、テレビ、
　物置、屋内放送設備、ノートパソコン、
　プロジェクター、印刷機等の購入
◆事業費総額　2,566,042円（うち助成額250万円）

　諏訪養護学校では『すわよう祭』を開催します！
テーマ
「もりあがろう！げんき100ばい！！すわよう祭」
◆日　時　10月５日（土）９：30～11：30
◆場　所　長野県諏訪養護学校（富士見町）
◆内　容　児童生徒の作品展示、手造り作品バザー、
　　　　　模擬店ほか
※お車でお越しの際は係員の指示に従い、校舎周辺ま
たは学校周辺をご利用ください。
■お問い合わせ先　諏訪養護学校
　　　　　　　　　電話62－5600

■お問い合わせ先　下諏訪町 総務課 企画係
　　　　　　　　　電話27－1111（内線258）

※コミュニティ助成事業は、財団法人自治総合センタ
ーが宝くじの受託事業収入を財源として、住民の行う
コミュニティ活動を推進し、その健全な育成を図るた
めに実施しているものです。

募 集 情 報募 集 情 報

お 知 ら せお 知 ら せ

貸したい方・借りたい方の
登録受付中！

●登録物件情報

　シルバー人材センターは、高齢者自身が長年の技術や経験を生かしながら、働くこ
とを通じて生きがいを求め、更には地域の活性化に貢献しようとし、多くの企業・家
庭・公共団体の皆様のご理解と信頼をいただいて活躍しています。
■仕事を依頼される方へ
　シルバー人材センターは公共的・公益的な団体であり、責任をもって仕事をお引
き受けいたします。収益を目的としないので、割安な料金体系になっています。主
な仕事の内容は、施設管理・工場内作業・家事手伝い・修理修繕・屋
内外作業等臨時的・短期的・補助的な仕事が中心です。
■会員になるには
　下諏訪町内に居住し、健康で働く意欲と能力がある６０歳以上の方
で、シルバー人材センター事業の趣旨に賛同する方であれば、どなた
でも会員になれます。奇数月に開催される新入会員説明会に参加し、
入会手続きをしてください。
■今後の新入会員説明会
　○期　日　11月12日（火）・１月14日（火）・３月11日（火）
　○時　間　午後１時30分から
　○会　場　おかや総合福祉センター内（諏訪湖ハイツ）

１０月はシルバー人材センター事業の普及啓発促進月間です１０月はシルバー人材センター事業の普及啓発促進月間です１０月はシルバー人材センター事業の普及啓発促進月間です１０月はシルバー人材センター事業の普及啓発促進月間です

下諏訪町消防団入団資格が拡大されました。
　下諏訪町消防団では町内に居住する者及び、町内へ
の通勤者も入団可能となりました。
　消防団員は住民の生命や財産を守るため、火災や大
規模災害発生時に自宅や職場から駆けつけ、消火活
動・救助活動を行います。18歳以上の方なら男女問
わず入団でき、会社員、自営業者、公務員など様々な
方が集まり活動しています。入団希望の方は下記まで
お問い合わせください。
■お問い合わせ先　下諏訪町 消防課 庶務係
　　　　　　　　　電話28－0119

諏訪湖の全周16kmを１万５千人で
手をつなぎ抱きしめるイベントです。
諏訪湖の全周16kmを１万５千人で
手をつなぎ抱きしめるイベントです。

【お問い合わせ先】
　下諏訪町 総務課 企画係
　電話 27－1111（内線258）
　E-mail kyoudou@town.shimosuwa.lg.jp
　http://www.town.shimosuwa.lg.jp/akiya/index.html

 № 所在地 賃貸等　　　　　　条件等
28　武居北 賃貸　木造２階建　月６万円
45　東高木 売却　木造平屋建・２階建　3,465万円
46　富ヶ丘 売却　木造２階建　1,260万円
47　町屋敷 売却　木造平屋建　455万円
51 西赤砂 賃貸　木造２階建　月６万２千円
52 高　浜 賃貸　木造２階建　月４万９千円
53 矢木西 賃貸　木造２階建　応相談
54 西赤砂 賃貸　木造平屋建　月６万２千円
55 立　町 賃貸　木造２階建　月５万６千５百円
《空き家バンクの利用状況をお知らせします》

●登録済物件（売りたい等） 56件（内35件成約）　
●利用登録済者（買いたい等） 76人（内10人成約）

■お問い合わせ先
　下諏訪町子育てふれあいセンター  ぽけっと
　　開 館 時 間： 月～金　9：00～17：00
　　電話・FAX：27－5244
　　※詳しくは町のホームページをご覧ください。

地域の皆様に
  支えられて28年！

※入会のお申し込み・
　　　　　仕事の依頼は…
（公社）岡谷下諏訪広域
　　シルバー人材センターへ
■事務所
　おかや総合福祉センター内
　　　　　　（諏訪湖ハイツ）
　　　　　　電話23－0760
■支　所
　下諏訪町役場別棟
　　　　　　電話28－0890
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カルチャーカルチャー

10 月　休日水道工事店10 月　休日水道工事店 証明発行時間の延長証明発行時間の延長

諏訪湖博物館・赤彦記念館　　☎27-1627 下諏訪町立図書館　　☎27-5555
◆休 館 日　10月７日（月）・15日（火）・16日（水）・21日（月）
　　　　　　  　25日（金）・28日（月）
◆開館時間　９時30分～19時（火～金）
　　　　　　９時30分～18時（土日祝）

日 曜 指 定 工 事 業 者 住　　所 電　　話

5
6
12
13
14
19
20
26
27

土
日
土
日
月
土
日
土
日

２３－５３３０
２８－１３６５
２７－８３９９
２８－８１３９
２７－０５７５
２７－３２４９
２８－６４６２
２６－８８６６
２７－９２６２

㈱ 上 條 電 設 工 業
㈲ 共 同 建 設
㈱ 親 水 工 業
水 道 建 設 ㈱
杉 村 設 備 ㈱
㈲ 諏 訪 建 総
㈲ 諏 訪 冷 熱
ス ワ ン シ ス テ ム ㈲
㈱ 林 組 工 業 所

社 東 町 第 ２
町 屋 敷 １ 組
東 山 田 第 ２
町 屋 敷 ３ 組
塚 田 町
大 門 １
西 赤 砂
東 弥 生 町
五 官

◆休 館 日　10月７日（月）・15日（火）・21日（月）・28日（月）
◆料　　金　一般　350円　小・中学生　170円
◆開館時間　９時～17時（ただし入館は16時30分まで）

諏訪湖オルゴール博物館 奏鳴館　☎26-7300
諏訪湖時の科学館　儀象堂　☎27-0001

＜売店と喫茶ソナタは入館料不要です＞　開館時間９：00～17：30
♪記念品・お返し・お祝いにおすすめのオルゴールを
多数ご用意しております。ぜひご来館下さい。

メール・Fax・お電話での問合せもお待ちしております。
Fax：0266-26-1044　　メール：info@someikan.com

※都合により工事店が変更される場合があります。建設水道課 上水道管理係 内線228

＊開館時間：9：00～17：00　
＊正面入り口横：足湯・1階：売店・1階：休憩コーナーは
　ご自由にご利用いただけます。

10月19日（土）・20日（日）
今月号の８ページに詳しく掲載してあります。　子どもさんからお
年寄りの方まで。また、初めての方も、お気軽にお出かけください。

　立川尚冨は、諏訪大社下社秋宮の建築彫刻でご存じの方も多い立川流の三代富重
の二男として安政３年（1856）に生まれました。兄は四代目を継いだ富惇です。兄富惇が
明治21年に40歳の若さで急逝した後日本建築の衰退もあって、立川流建築の終焉とと
もにその彫刻も埋もれていきました。
　今回立川本家最後の彫刻師の作品や資料を展示するとともに、愛知県半田市で立川
流彫刻の技法を再興している現代の彫刻師の作品を紹介し、現代に蘇る立川流彫刻の
技法をその作品とともにご覧いただこうと思います。
（来館に際しては、各家庭に配布の招待券をご利用ください。）

立川本家最後の彫刻師
　立川尚冨の彫刻　そして現代　～今に伝える立川流彫刻の技法～　
　　期　日：10月25日（金）～12月15日（日）
　　場　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　特別展示室

「レザークラフト＝オリジナルのベルトを作ってみませんか」
　　日　時：10月６日（日）　午後１時30分～
　　場　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　講堂
　　講　師：牛山千賀子　先生
　　参加費：3,000円（材料費）　　定　員：20人
　　申込み：博物館（電話27－1627）までお申し込みください。
　　　　　　　（※ 定員になり次第締め切り）

開館20周年記念特別展

悠遊倶楽部（大人のものづくり体験）

古文書にまつわる雑学をお伝えします。「折り紙付き」って？・・・
　　日　時：10月６・13・20・27日（日）全４回　午前９時30分～11時
　　　　　　（13日のみ午後１時30分～３時）　
　　場　所：諏訪湖博物館・赤彦記念館　会議室
　　講　師：博物館長　　参加費：200円（資料代）　定　員：20人
　　申込み：電話27－1627（博物館）までお申し込みください。
　　　　　　　（※ 定員になり次第締め切り）

お来楽ゼミナール「古文書　DE 歴史」

10月31日（木） ハロウィン・奏鳴館が幽霊屋敷に!?

新曲ラインナップ

○日時　毎週火曜日・木曜日の午後７時まで
　　　　（祝日、年末年始の休日は除く）
○場所　町庁舎１階 住民環境課総合窓口係
○対象　住民票・戸籍・所得証明書などの
　　　　証明書発行と印鑑登録

※転入・転出・転居などの異動届や住民
　票の広域交付・住基カード申請はでき
　ません。
■下諏訪町 住民環境課 総合窓口係
　電話27－1111（内線133～135）

◎図書館まつり◎

◎楽しいよ！人気図書◎

健康や医療の本、花や野菜づくりの本、暮らしに役立つ法律の本、旅
の本、文学、子育ての本、ビジネス本、生きがいなどの自己啓発本や
雑誌（60種類以上）、新聞（８紙）、更にＣＤやＤＶＤなどあります。
ゆったり、くつろぎながら、図書館で過ごすこともできます。
ぜひ、お出かけ下さい。楽しみの１つに加えてください。

平成25年１月～６月貸出し回数が多い図書
（東野圭吾作品は上位20位中に10作品含まれているが、１作品のみ掲げる。）
①禁断の魔術（東野 圭吾）②1Ｑ84/1（村上 春樹） ③64（横山 秀夫）
④ケルベロスの肖像（海堂　尊）⑤舟を編む（三浦 しをん）
⑥ソロモンの偽証/1（宮部 みゆき）⑦神様のカルテ/3（夏川 草介）
⑧空飛ぶ広報室（有川　浩）⑨夜行観覧車（湊　かなえ）
⑩55歳からのハローライフ（村上　龍）

ホーンテッド・ミュージアムは、幽霊屋敷の中を魔女がご案内する、ハロウ
ィンバージョンのプログラムです。７回目となる今年のテーマは、生誕200
年・イタリアの作曲家ヴェルディです。リピーターにおススメしたい大人向
けのプログラムですが、初めての方や、お子様にもお楽しみいただけます。
是非ご家族でおでかけ下さい。（毎時30分～、２F展示室）

♪サライ（加山雄三・谷村新司）　♪ひこうき雲（荒井由美）　「風立ちぬ」主題歌
♪ゲゲゲの鬼太郎　♪ちいさい秋みつけた　♪月光（鬼塚ちひろ）
♪迷宮ラブソング（嵐）　「謎解きはディナーのあとで」主題歌
♪君って（西野カナ）　♪ストーリー（AI）

◎団塊の世代の方。お家にいる方。図書館に行こう！　
　　　　　　　　　　　　　　館内の案内もします。◎

★置時計の文字盤にいろいろな材料を使って仕上げるデコレーショ
ン体験もできます。あなたの芸術的センスが発揮できます！

＊お気軽にお問合せください。

腕時計や置時計の組立体験を毎日行っています。
工具を使いながら部品を組み立てていき、完成！
精密の町ならではの体験にお友達と!家族みんなで！チャレンジし
てみませんか。　
＜費用＞腕時計：3,570円～、置時計2,100円～
　　　　　　　　（別途入館料）

◆時計作り体験にチャレンジ！

◆毎時30分より、２F展示室でアンティークオルゴールのご案内を
　行っています。（大人800円、小中学生400円）

～芸術の秋、技術の秋?!～
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10月くらしの情報
役場 　27－1111

育児・栄養相談（すこやか相談）

郷土の味体験日

インターバル速歩講座（前期）
インターバル速歩講座（後期）

胃・大腸検診 日程については個別通知を確認してください。
午後1時30分～午後3時30分
午前9時～午前11時
午後6時30分～午後9時
午後1時30分～
午前10時～正午

４ 種 混 合

心のほっと相談（事前に予約が必要です）

予
防
接
種

22日
8日
1日

火
火
火

木
火・月
月
月
水

午後2時～午後2時15分
午後2時～午後2時30分
午後2時～午後2時15分

２　か　月（平成25年 8月生）
４　か　月（平成25年 6月生）
10　か　月（平成24年 12月生）
１歳６か月（平成24年 3月生）
２　　　歳（平成23年 7月生）
３　　　歳（平成22年 9月生）

乳
幼
児
健
診

午前9時から
午後0時45分から
午後0時45分から
午後0時45分から
午前9時から
午後0時45分から

29日
29日
18日
2日

　15日
9日

10日
8・21日

7日
28日
30日

火
火
金
水
火
水

保健センター
　　☎27-8384

保健センター

保健センター

下諏訪体育館

10 月　健  康  診  査  等

Ｂ Ｃ Ｇ
ポ リ オ（平成24年9～11月接種分追加）

（平成25年2月生）

（平成25年4・5月生）

10 月　各　種　相　談

種　　　　　　　　　　別 日 曜日 時　　　間 場　　　所

＊

●休日・夜間緊急医案内サービス　☎0570－088199（ナビダイヤル）
●諏訪地区小児夜間急病センター（15歳以下・午後7時～9時）　☎54－4699         

●10月の休日納税相談●
○開設日時　５日（土）・６日（日）
　　　　　　（午前10時から午後４時まで）
○開設場所　町庁舎１階 税務課窓口
○内　　容　税金等の納付及び納税相談

【お問い合わせ先】下諏訪町 税務課 収納係　
　　　　　　　　　　☎27－1111（内線126・127）

●10月の税金等納期限●

相談は無料です。
＊は事前に予約が必要です。

10月28日
　（月）

10月31日
　（木）

温泉使用料 ９月分
保育料 10月分

町県民税 ３期分
国民健康保険税 ７期10月分
後期高齢者医療保険料 ７期10月分
上下水道料 10月分

☎28-2827

☎26-3377
老人福祉センター　相談室

下諏訪町地域包括支援センター
（下諏訪町社会福祉協議会内）

日 曜日 時　　　間相　　談　　名 場　　　　　所
法 律 相 談
登 記 相 談
行 政 相 談
住 民 相 談 ・ 一 般 相 談
消 費 生 活 相 談
交 通 事 故 相 談

児 童 家 庭・教 育 相 談

女 性 総 合 相 談
建 築 な ん で も 相 談
（リフォーム・耐震改修など）
工 業 相 談

税 務 相 談

結 婚 衣 装 等 公 開 日

福 祉 総 合 相 談

休日を除く毎日

 4～6日

 20日

毎月第2火曜日

金～日

 24日 木

月～金曜日

月～金曜日
毎週金・土曜日

午前9時～午後4時

午後1時～午後4時

午前10時～午後3時

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後5時

午後1時～午後5時
午後1時～午後4時
午後1時～午後3時

日

木10日

水9日

随　　時

休日を除く毎日

午前9時～午後5時

午前10時～午後3時

毎月第3土曜日 午前9時～正午

午前10時～正午

午前8時30分～午後5時15分

午前8時30分～午後5時15分

※面談日については事前に確認をお願いします。

＊
＊

＊

＊

午前10時～午後3時

火15日
木10日

・一般相談

・一般相談、権利擁護相談、成年後見相談
・結婚相談

下諏訪商工会議所会館２階
税理士会事務局　　　　  ☎28-6666

下諏訪商工会議所　　　 ☎27-8533

ものづくり支援センターしもすわ☎26-2226

総合文化センター　和室（2階）
＊事前のお問い合わせは、健康福祉課
福祉係　☎27-1111（内線233）

教育委員会　　　　　　　　☎27-3204

住民環境課 生活環境係
☎27-1111（内線143）
までお問い合わせください。

※面接での相談については事前に予約をお願いします。

☎57-2900諏訪地方事務所

まちづくり協働サポートセンター☎27-1111（内線258）
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10月の暦
万治の石仏様
河西 道雄作

　
独
り
ぼ
っ
ち
の
心
優
し
い

海
賊
。
あ
る
日
美
し
い
人
魚

に
ひ
と
め
ぼ
れ
。
愛
す
る
人

魚
と
静
か
に
暮
ら
し
た
い
。

た
だ
、
そ
れ
だ
け
だ
っ
た
の

に
…
。

　
こ
の
絵
本
の
始
ま
り
は
、

田
島
さ
ん
が
４
年
前
に
出
会

っ
た
、
瀬
戸
内
海
・
大
島
の

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の
人
た

ち
で
し
た
。
孤
独
な
海
賊
は

ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
人

た
ち
に
似
て
い
ま
す
。ま
た
、

海
に
毒
を
捨
て
る
大
型
船
に

ひ
と
り
立
ち
向
か
う
海
賊
は
、

こ
れ
ま
で
環
境
汚
染
や
権
力

に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
田
島

さ
ん
の
姿
と
も
重
な
り
ま
す
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
、
大
人

は
も
っ
と
目
を
そ
ら
さ
ず
に

こ
だ
わ
っ
て
ほ
し
い
…
そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
感
じ
ら
れ

る
絵
本
で
す
。（島

田 

博
子
）

　
そ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
で
華
や

か
な
水
玉
模
様
で
常
に
人
々

の
注
目
の
的
と
な
る
前
衛
芸

術
家
・
草
間
彌
生
。

　
一
九
二
九
年
に
松
本
で
生

ま
れ
た
彼
女
は
、
十
歳
の
頃

に
母
の
自
画
像
に
す
で
に
水

玉
模
様
を
び
っ
し
り
と
描
い

て
い
ま
し
た
。
そ
の
水
玉
の

正
体
は
、
彼
女
が
見
た
幻
覚

で
し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
幼
い

彼
女
は
幻
覚
を
見
た
の
で
し

ょ
う
？

　
常
に
進
化
し
続
け
る
草
間

ワ
ー
ル
ド
。
彼
女
の
全
て
を

こ
の
本
で
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

全
文
対
英
訳
付
き
。

（
宮
坂 

昭
子
）

今
月
の
お
す
す
め
本

今
月
の
お
す
す
め
本

田島 征三/著

園田 清佳/文

海
　
賊

草
間
彌
生

前
衛
の
軌
跡

ポ
プ
ラ
社

信
濃
毎
日
新
聞
社

クローズアップ☆う～んとおいしいレシピクローズアップ☆う～んとおいしいレシピ

平成25年10月平成25年10月

月例資源物収集日：10月６日（日） 午前７時～午前８時の間に指定場所へ。※種類ごとに十文字にしばって出してください。
硬質プラスチック収集日：10月20日（日） 午前９時～午前11時までの間に赤砂崎へ持ち込んでください。
※紙類は、雨が降っている場合は絶対に出さないでください。
※第４週資源物の日に「剪定木」を収集しています（11月までの期間限定です）。長さ１ｍ以内、束ねた直径30cmにし、記名した荷札を付
けて出してください。焼却ごみとしての収集は通年で行っています。氏名を書いた45リットルの焼却ごみ袋を巻いて出してください。

〜
町
図
書
館
か
ら
〜

〜
町
図
書
館
か
ら
〜

お魚のクリームコーン焼き

さっぱりした白身魚
にクリームコーンが
良く合います！

（下諏訪社中学校　栄養士）

★白身魚　　　　　　　　４切れ
★塩、こしょう　　　　　少々
★白ワイン（または酒）　少々
★にんじんの千切り　　　１／５本
★玉ねぎの超薄切り　　　１／４個
★クリームコーン　　　　80ｇ
★マヨネーズ　　　　　　80ｇ
★塩、こしょう　　　　　少々
★アルミカップ　　　　　４個

日 　 月 　 火 　 水 　 木 　 金 　 土

1

8

15

22

29

第１週

第２週

第３週

第４週

第１週

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

下諏訪町リサイクルカレンダー下諏訪町リサイクルカレンダー 「×」印の日は収集
を行いません

資源物等の収集品目
皆様へお願い
■「家庭ごみの正
しい出し方」「リ
サイクルカレン
ダー」で確認し
てから出してく
ださい。
氏名を必ず書いて
ください。

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

アルミ缶・ペットボトル・無色ビン・白色トレ
イ・発泡スチロールと色つきトレイ

スチール缶・茶色ビン・紙類（新聞紙・ダンボ
ール紙・雑誌・紙パック・その他の紙類）
アルミ缶・ペットボトル・その他の色ビン・白
色トレイ・発泡スチロールと色つきトレイ
スチール缶・金属類・剪定木・草葉
埋立てごみ

☆作り方

①白身魚に塩、こしょう、ワインを振っておく。
②にんじん、玉ねぎ、クリームコーン、マヨネーズ、塩、こしょう
でソースを作る。
③アルミカップに白身魚、その上にコーンソースをのせてオーブン
で焼く。（200度で15分目安）

☆ポイント☆
お家にある野菜を使って作れます！キノコをトッピングしてもおいしいですよ！

☆材料（４人分）


